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当初 補正後 補正後 当初歳⼊ と 歳出 の グラフは
当初予算 ９２憶２２０８万円 との⽐較です。

当初予算との⽐較R2 当初予算との⽐較R2
歳 ⼊ 歳 出

新型コロナ

対策で増え

ました

新型コロナ対

策で増えまし

た

基金の取崩

しは縮小しま

した

執⾏の状況に合わせた執⾏の状況に合わせた
令和２年度一般会計３月補正予算１１１億２６２３万円令和２年度一般会計３月補正予算１１１億２６２３万円

※繰入金……会計の収支不足を補うために、他の会計や積立金（基金）から充てられる資金。
※繰出金……主に一般会計から特別会計に対して、不足を補うために支出する資金。
※更　正……予算を減額すること。金額は△で表示。

今
年
度
も
多
く
の
ふ
る
さ
と
納
税
を
い
た
だ
き
ま
し
た

⼀般会計の主な補正額

特別会計の主な補正額

今回補正額
(当初予算からの補正額)

△4億8946万円
(+19億  415万円)

△2857万円
(△2857万円)
+1460万円

(+1憶  803万円)
△5億6090万円

(△5億3278万円)
+3憶 999万円
(+21億3921万円)

△1億6184万円
(△1億5900万円)

+1000万円
(+1088万円)

△1557万円
(△1292万円)

今回の主な歳出の追加と⾒直し
A.⺠⽣費

+200万円
B.総務費

+3386万円
+120万円
+300万円
△560万円
△401万円
△570万円

C.衛⽣費
+1029万円

G.農林⽔産業費
+2274万円

H.商⼯費
+127万円
△310万円
△531万円
+1758万円

（万円未満は四捨五⼊）

農村地域防災減災事業負担⾦追加

グリーンゾーン構想機器購⼊⽀援補助⾦
プレミアム付商品券発⾏事業補助⾦等更正
神明の花⽕⼤会花⽕打ち上げ委託料
等更正
温泉事業特別会計繰出⾦追加

新型コロナウイルス感染症対策帰省
学⽣等PCR検査等費⽤補助⾦
地域おこし企業⼈交流プログラム負担⾦更正
春〜冬まつり実⾏委員会補助⾦更正
ふるさと納税報償費更正

新型コロナウイルスワクチン接種事業費

2億6543万円

26億8676万円

17億6372万円

6097万円

2億3492万円

111億2623万円

16億3918万円

6億7150万円ウ．町 債

新⽣児⼦育て⽀援給付⾦追加

⼀ 般 会 計

特
別
会
計

町 税ア．

温 泉 事 業

後期⾼齢者医療

オ．国庫⽀出⾦

エ．繰 ⼊ ⾦

国⺠健康保険

障がい児施設措置費追加

退職⼿当追加

補正後予算額

令和３年５月１日発行　第63号 2

の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

改
正

●
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
改
正

●
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指

定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係

る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の

方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
改

正
　

介
護
関
連
事
業
の
運
営
等
に
関
す
る
基

準
等
の
改
正
に
伴
う
改
正
。

　
　●

峡
南
地
域
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
共
同
設
置

規
約
の
改
正

　

峡
南
地
域
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
や
ま
な

み
教
室
「
身
延
教
室
」
の
移
転
に
伴
う
住

所
の
変
更
。

●
国
民
健
康
保
険
条
例
及
び
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
改
正

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
の

定
義
を
改
め
る
改
正
。

●
公
民
館
設
置
及
び
管
理
条
例
の
改
正

　

市
川
大
門
中
地
区
公
民
館
の
解
体
に
伴

い
条
例
中
か
ら
削
除
す
る
改
正
。

●
集
会
所
等
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
改
正

　

未
掲
載
の
集
会
所
及
び
自
治
公
民
館
を

本
条
例
に
掲
載
す
る
改
正
。

●
介
護
保
険
条
例
中
改
正

　

第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
・
高
齢
者

福
祉
計
画
の
策
定
及
び
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
」の
定
義
を
改
め
る
改
正
。

●
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め

る
条
例
の
改
正

●
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及

び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
支
援
等
に

係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援

●
町
議
会
議
員
及
び
町
長
の
選
挙
に
お
け
る

選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
制

定
　

公
職
選
挙
法
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
い
、
町
議
会
議
員
選
挙
及
び
町
長
選

挙
の
選
挙
公
営
制
度
導
入
に
必
要
な
事
項

を
定
め
る
。

●
町
予
防
接
種
健
康
被
害
調
査
委
員
会
条
例

制
定

　

町
が
行
う
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害

が
発
生
し
た
場
合
に
、
適
正
か
つ
円
滑
な

処
理
を
図
る
た
め
の
調
査
委
員
会
を
設
置

す
る
の
に
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。

●
町
職
員
の
分
限
に
関
す
る
手
続
及
び
効
果

に
関
す
る
条
例
の
改
正

　

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴
い
、
職
員

の
意
に
反
す
る
降
給
に
関
し
必
要
な
事
項

を
条
例
に
定
め
る
改
正
。

条例の制定・改正条例の制定・改正条例の制定・改正

条
例
の
制
定
２
件

条
例
の
改
正
９
件

規
約
の
改
正
１
件

　

令
和
３
年
第
１
回（
３
月
）定
例
会
は
、３
月
４
日
か
ら
16
日
ま
で
の
13
日
間（
予
備
日
・
休
会
日
含
む
）に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
条
例
の
制
定
・
改
正
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計

当
初
予
算
、「
町
民
体
育
館
コ
ン
ク
リ
ー
ト
直
貼
り
床
の
調
査
及
び
検
証
特
別
委
員
会
」
の
設
置
な
ど
50
件
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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歳 ⼊ 歳 出

前年度から微増(0.97%増)前年度から微増(0.97%増)
令和３年度一般会計当初予算９３億１１９５万円令和３年度一般会計当初予算９３億１１９５万円

ふるさと納税に力
をいれています

前年度・前々年度との⽐較 前年度・前々年度との⽐較

歳⼊ と 歳出 の グラフは
令和３年度(R3) ９３億１１９５万円
令和２年度(R2) ９２億２２０８万円
令和元年度(R1) ９１億８４４５万円
３カ年の当初予算の内訳の⽐較です

ア. 町 税 15億8990万円 △4.67％
（うち固定資産税 7億5427万円 △2.68％ ）
（うち町⺠税 6億6744万円 △5.94％ ）
（うち町たばこ税 8213万円 △2.23％ ）
（うち軽⾃動⾞税 5803万円 +2.99％ ）
（うち⼊湯税 2804万円 △34.27％ ）

イ. 地 ⽅ 交 付 税 37億6579万円 +3.32％
ウ. 町 債 7億1486万円 +26.87％

（うち臨時財政対策債 2億7316万円 +60.15％ ）
エ. 繰 ⼊ ⾦ 6億7432万円 △15.52％
オ. 国 庫 ⽀ 出 ⾦ 5億8369万円 +6.60％
カ. 県 ⽀ 出 ⾦ 4億5646万円 △4.95％
キ. 地⽅消費税交付⾦ 3億  650万円 +2.85％
ク. 諸 収 ⼊ 4億7899万円 △2.60％
ケ. 寄 附 ⾦ 4億            円 +0.00％
コ. そ の 他 3億4145万円 +3.40％

計 93億1195万円 +0.97％

（万円未満は四捨五⼊）

A. ⺠ ⽣ 費 26億    82万円 +1.50％
B. 総 務 費 14億8093万円 △3.52％
C. 衛 ⽣ 費 14億  807万円 +3.06％
D. 公 債 費 12億4669万円 +11.17％
E. ⼟ ⽊ 費 10億3195万円 +5.54％
F. 教 育 費 8億2370万円 △4.09％
G. 農 林 ⽔ 産 業 費 3億1599万円 △13.40％
H. 商 ⼯ 費 1億5748万円 △11.03％
I. 消 防 費 1億3858万円 △7.02％
J. 議 会 費 6812万円 △1.98％
K. そ の 他 3962万円 △0.85％

計 93億1195万円 +0.97％

（万円未満は四捨五⼊）
予算内訳 と 対前年度増減率   

   令和３年度 歳⼊ の
  予算内訳 と 対前年度増減率

令和３年度 歳出  の   .

A.民生費

B.総務費

C.衛生費

D.公債費

E.土木費

F.教育費

G.農林水産業費
H.商工費
I.消防費

J.議会費
K.その他

福祉分野の経

費です

元金利息を計画

的に返済します

医療・衛生分野

の経費です

ア.町税

イ.地方交付税

ウ.町債

エ.繰入金

オ.国庫支出金

カ.県支出金

キ.地方消費税

ク.諸収入

ケ.寄附金

コ.その他

使途の決めら
れた資金です

歳入の不足分は基金を

取崩し予算を組みます

計画的に借入れます

令和3年５月１日発行　第63号 4

宮原川支流河川改修事業 8000万円
消防車両整備事業 2856万円
県営たん水防除事業 2210万円
防災無線子局事業 1000万円
芦川橋西詰交差点町道改修事業 620万円
大塚古墳保護整備事業 598万円
役場本庁舎執務室照明取替事業 472万円
歌舞伎文化公園駐車場トイレ洋式化改修事業 465万円
住民票及び印鑑証明書コンビニ交付事業 350万円
防火水槽設置事業 300万円
町営墓地境界壁改修事業 204万円
高田地区公民館非常放送設備改修事業 185万円
市川南小学校児童玄関屋根防水改修事業 167万円
三珠中学校体育館トイレ排水管改修事業 150万円

峡南医療センター負担金 3億　257万円
一般廃棄物処理事業 (負担金 ) 2 億 2426万円
ふるさと納税特産品贈呈事業 1億 8992万円
篭鼻川浦線整備事業 1億 1130万円
つむぎの湯・いきいきセンター事業 7727万円
子育て支援医療費助成事業 6074万円
一般廃棄物処理事業 (委託料 ) 5864万円
放課後児童健全育成事業 5747万円
少人数学級推進事業 4395万円
幼児・児童給食無償化事業 3613万円
トンネル長寿命化修繕計画事業 3450万円
長寿・医療費給付金事業 3429万円
民間外国語指導者設置事業 2614万円
ニードスポーツセンター事業 2574万円
若者定住促進住宅補助金交付事業 2500万円
町道岩間久那土線歩道設置事業 2070万円

主な継続事業主な新規事業 予算額予算額

（万円未満は四捨五入）

（万円未満は四捨五入）

*公営企業会計  経営・資産等の状況の正確な把握と適切な経営実現のため、
 民間企業と同様の損益計算書・貸借対照表を作成する。
*臨時財政対策債 地方交付税 (国 ) の財源不足分を町債 (町の借入れ )で調達する制度。
 元利償還金 (返済額 ) は後々の地方交付税に算入される。

令和３年度 一般会計と主な特別会計の当初予算額と対前年度増減率令和３年度 一般会計と主な特別会計の当初予算額と対前年度増減率
一般会計からの
繰入額 町債の起債額会　　計　　名 当初予算額 増減率

公営企業会計 上 ⽔ 道 事 業
（事業収⽀）

新
年
度
当
初
予
算
を
可
決
し
ま
し
た

A

A

A

A

C

C

E

G

H

H

一般会計の繰出金の項目
A: 民生費、C: 衛生費、E: 土木費、 
G: 農林水産業費、H: 商工費

2 億7316万円）
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常任委員会常任委員会
教
育
費
事
務
局
費
補
正
予
算

問　

備
品
購
入
費
減
額
の
要
因

は
。

望
月
教
育
総
務
課
長

＊
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
事
業
に
伴
い
小

中
学
生
の
家
庭
用
通
信
設
備
を
整

備
す
る
も
の
で
、
当
初
調
査
で
通

信
設
備
の
な
い
家
庭
が
２
１
０
軒

で
あ
っ
た
が
、
再
度
の
調
査
で
は

75
軒
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

有
害
鳥
獣
防
除
資
機
材
補
助
金

問　

令
和
２
年
度
は
早
い
時
期
に

補
助
金
枠
が
無
く
な
っ
た
。
令
和

３
年
度
で
の
変
更
点
は
。

丹
沢
生
活
環
境
課
長　

こ
れ
ま
で

は
補
助
金
上
限
額
を
１
件
３
０
万

円
と
し
て
い
た
。
令
和
３
年
度
か

ら
は
上
限
額
を
５
万
円
に
引
き
下

げ
、
よ
り
多
く
の
方
が
利
用
出
る

よ
う
改
定
す
る
。

松
く
い
虫
被
害
対
策
事
業

問　

被
害
対
策
の
薬
剤
散
布
対
象

範
囲
は
。

望
月
農
林
課
長　

高
田
浅
間
神
社

内
の
松
く
い
虫
被
害
対
策
で
あ

る
。

地
籍
調
査
事
業

問　

令
和
３
年
度
の
調
査
実
施
地

区
は
。

農
林
課
長

大
塚
地
区
の
二
ツ
池
・

印
沢
・
八
坂
を
予
定
。

消
防
費

問　

消
防
団
員
の
報
酬
を
増
額
す

る
予
定
は
。

塩
沢
防
災
課
長　

現
在
近
隣
市
町

村
の
状
況
を
調
査
し
て
い
る
。
消

防
団
員
の
待
遇
改
善
に
向
け
て
検

討
を
重
ね
て
い
く
。

の
っ
ぷ
い
ブ
ラ
ン
ド
推
進
事
業

問　

事
業
の
概
要
は
。

農
林
課
長　
「
大
塚
に
ん
じ
ん
、

大
塚
ご
ぼ
う
、
甘
々
娘
、
レ
イ
ン

ボ
ー
レ
ッ
ド
キ
ウ
イ
な
ど
」
の
特

産
物
を
活
用
し
た
商
品
の
開
発
と

と
も
に
、
特
産
物
や
「
の
っ
ぷ
い
」

の
土
地
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く

町
の
事
業
。
青
洲
高
校
生
と
の
協

働
に
よ
る
商
品
開
発
な
ど
に
取
組

ん
で
い
る
。

芸
術
文
化
振
興
費

問　

＊
大
塚
古
墳
保
護
整
備
工
事

の
内
容
は
。

森
川
生
涯
学
習
課
長　

近
年
キ
ツ

ネ
・
狸
の
巣
穴
に
よ
り
一
部
の
崩

壊
が
あ
る
。
今
回
工
事
は
、
崩
壊

を
食
い
止
め
現
状
保
存
を
図
る
と

と
も
に
、
案
内
看
板
と
階
段
を
設

置
す
る
。
県
文
化
財
保
存
事
業
費

補
助
金
を
活
用
す
る
。

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

問　

下
水
道
未
接
続
世
帯
へ
の
推

進
対
応
状
況
は
。

生
活
環
境
課
長　

通
知
発
送
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
の
「
接
続
依

頼
」
を
行
っ
て
い
る
が
、
接
続
が

進
ま
な
い
状
況
に
苦
慮
し
て
い

る
。
今
後
も
生
活
環
境
の
向
上
等

に
理
解
を
求
め
な
が
ら
推
進
に
努

め
る
。

問　
「
公
営
企
業
会
計
」
化
に
向

け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

生
活
環
境
課
長　

簡
易
水
道
事
業

と
同
時
期
に
、
令
和
６
年
度
に
移

行
の
予
定
。

教
育
土
木
常
任
委
員
会

開催日
3/9

＊
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

　

小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
た
め
に
一
人

１
台
の
学
習
用
パ
ソ
コ
ン
と
高
速
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
環
境
な
ど
を
整
備
す
る
国
の
事
業

や
さ
か

ふ
た
つ
い
け

い
ん
ざ
わ

せ
ん
げ
ん

＊大塚古墳
　大塚地区にある大塚古墳群（伊勢塚、鳥居原狐塚、
エモン塚、大塚）の一つ。５世紀末～６世紀初めに
築造された全長約４０ｍの前方後円墳。石室から
鈴釧や六鈴鏡などが出土。「県有形文化財」指定。
すずくしろ ろくれいきょう

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等

を
定
め
る
条
例
の
改
正

問　
「
介
護
支
援
専
門
員
で
あ
る

計
画
作
成
担
当
者
に
代
え
て
、
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
研
修
を
修

了
し
て
い
る
者
を
置
く
こ
と
が
で

き
る
」
と
あ
る
が
、
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
の
か
。

渡
邉
福
祉
支
援
課
長　

職
員
の
確

保
に
む
ず
か
し
い
面
が
あ
る
た

め
、
義
務
付
け
で
は
な
い
。

令
和
２
年
度
入
湯
税

問　

多
額
の
減
額
だ
が
、
つ
む
ぎ

の
湯
の
休
館
や
コ
ロ
ナ
禍
が
影
響

し
て
の
事
と
思
う
が
内
訳
は
。

芦
沢
税
務
課
長　

み
た
ま
の
湯
は

当
初
予
算
３
２
５
８
万
円
に
対
し

１
６
１
０
万
円
の
減
額
。
つ
む
ぎ

の
湯
は
当
初
予
算
１
０
０
８
万
円

全
額
を
減
額
し
、
合
計
で
２
６
１

８
万
円
の
減
額
と
な
っ
た
。

国
庫
補
助
金
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
地
方
創
生
臨
時

交
付
金

問　

追
加
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

ど
ん
な
事
業
を
行
っ
た
の
か
。

一
瀬
政
策
秘
書
課
長　

商
品
券
配

布
事
業
の
一
次
分
、
二
次
分
、
マ

ス
ク
配
布
事
業
、
子
育
て
支
援
臨

時
給
付
金
事
業
、
学
校
給
食
無
償

化
事
業
で
あ
り
、
補
助
金
の
ほ
ぼ

１
０
０
％
を
こ
れ
ら
に
充
当
し
た
。

政
策
推
進
費
の
帰
省
学
生
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
等
費
用
助
成
金

問　

利
用
者
が
少
な
い
が
対
象
者

に
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
か
。

政
策
秘
書
課
長　

メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
や
電
話
番
号
等
の
個
人
情
報
の

取
得
が
で
き
な
い
た
め
、
町
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
の
周
知
と

な
っ
た
。
帰
省
を
さ
れ
な
か
っ
た

対
象
者
も
、
多
く
い
た
た
め
で
あ

る
。

介
護
保
険
地
域
支
援
事
業
繰
入
金

問　

当
初
予
算
と
比
較
し
て
も
多

額
な
減
額
と
な
っ
て
い
る
理
由

は
。

望
月
い
き
い
き
健
康
課
長　

コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
総
合
事
業
の
中
の
通

所
型
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
少
な

か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算
歳
入

問　

前
年
度
に
比
べ
、
地
方
交
付

税
が
増
額
と
な
っ
た
理
由
は
。

薬
袋
財
政
課
長　

地
方
交
付
税
算

定
の
際
の
＊
基
準
財
政
需
要
額
の

中
の
一
つ
で
あ
る
個
別
経
費
が
、

全
国
ベ
ー
ス
で
２
％
ほ
ど
増
額
と

な
っ
た
こ
と
な
ど
が
要
因
で
あ

る
。

子
育
て
ア
プ
リ

問　

妊
娠
中
か
ら
子
ど
も
の
成
長

過
程
を
記
録
し
、
検
診
日
や
予
防

接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
管
理
で

き
る
「
子
育
て
ア
プ
リ
」
導
入
の

見
解
は
。

い
き
い
き
健
康
課
長　

保
健
師
が

直
接
ラ
イ
ン
な
ど
を
通
じ
て
や
り

と
り
し
て
い
る
保
護
者
も
お
り
、

安
心
感
が
あ
る
と
の
声
も
あ
る
。

メ
ー
ル
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
も

活
用
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
含
め

検
討
し
て
い
く
。

い
き
い
き
健
康
課
配
置
場
所

問　

い
き
い
き
健
康
課
は
現
在
六

郷
庁
舎
に
あ
る
が
、
町
民
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
、
福
祉
支
援
課
と
同
一

場
所
と
す
る
よ
う
な
検
討
は
。

町
長　

福
祉
支
援
課
と
い
き
い
き

健
康
課
は
関
連
性
が
強
い
の
で
近

く
に
あ
っ
た
方
が
効
率
的
。
た
だ
、

本
庁
舎
ス
ペ
ー
ス
等
の
問
題
も
あ

り
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

令和３年５月１日発行　第63号 6
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＊
基
準
財
政
需
要
額

　
　

普
通
交
付
税
の
算
定
基
礎
と
な
る

も
の
で
、
そ
の
自
治
体
が
標
準
的
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
住
民
に
提
供
す
る

の
に
必
要
な
一
般
財
源
の
額
。
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一
般
質
問

髙 尾 　貫 議員

̶̶ 「付帯設備要項」とともに、
　　　　　基準の制定を検討する̶̶

〈
質
問
項
目
〉

１
．
地
域
交
流
や
社
会
教
育
に

必
要
な
集
会
所
等
の
設
置
基

準
要
項
の
制
定
に
つ
い
て

２
．
２
次
災
害
等
発
生
さ
せ
な

い
た
め
の
具
体
的
行
動
策
定

に
つ
い
て

〈
質
疑
概
要
〉

問

新
た
な
集
会
所
等
の
建
設

時
の
対
応
と
し
て
、
集
会
場
建

設
基
準
（
基
準
単
価
の
設
定
・

利
用
者
人
数
を
考
慮
し
た
基
準

床
面
積
・
建
設
費
用
の
上
限
基

準
・
申
請
手
続
き
・
必
要
書
類
等
）

を
明
確
化
し
た
「
建
設
基
準
要

項
」
の
制
定
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
避
難
所
機
能
等
を
考
慮

し
た
集
会
所
等
の
「
付
帯
設
備

要
項
」
の
制
定
も
必
要
で
あ
る
。

町
長　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

基
盤
と
な
る
自
治
公
民
館
の
整

備
は
重
要
で
あ
り
、
自
主
的
な

地
域
活
動
の
活
性
化
の
足
か
せ

と
な
ら
な
い
よ
う
な
内
容
と
し

て
、
建
設
基
準
要
項
の
策
定
や

付
帯
設
備
要
項
の
設
置
を
検
討

し
て
い
く
。

問

建
設
時
の
検
討
委
員
会
の

設
置
が
重
要
と
考
え
る
が
。

町
長　

地
域
住
民
に
よ
る
検
討

委
員
会
等
の
設
置
は
重
要
で
あ

る
。
最
近
事
例
で
も
、
検
討
委

員
会
等
が
組
織
さ
れ
た
地
域
に

対
し
、
町
は
そ
の
活
動
を
支
援

し
て
い
る
。

問

今
後
の
人
口
減
・
世
帯
減

を
踏
ま
え
た
現
行
集
会
所
等
の

再
編
整
備
・
広
域
利
用
等
の
検

討
を
。

町
長　

自
治
公
民
館
等
の
運
営

及
び
維
持
管
理
を
行
う
地
域
自

治
組
織
の
自
主
性
に
配
慮
し
な

が
ら
、
検
討
し
て
い
く
。

問

近
年
は
豪
雨
災
害
が
多
発

し
て
お
り
、
河
川
等
の
備
え
が

重
要
で
あ
る
。
特
に
印
川
、
鳴

沢
川
、
山
田
川
の
河
川
決
壊
・

越
水
対
策
な
ど
、
一
級
河
川
へ

の
町
の
対
策
は
。

町
長　

印
川
は
、＊
浚
渫
等
の
河

川
改
修
を
平
成
27
年
度
か
ら
施

工
し
て
お
り
、
令
和
３
年
度
完

成
予
定
。

　

鳴
沢
川
は
、
浚
渫
工
事
を
完

了
し
、
令
和
３
年
度
よ
り
越
水

対
策
工
事
の
検
討
に
向
け
、
河

川
改
修
調
査
、
測
量
を
行
う
。

　

山
田
川
は
現
在
、
改
修
予
定

は
な
い
が
、
県
で
管
理
す
る
12

の
一
級
河
川
に
つ
い
て
は
、
日

常
の
監
視
活
動
の
中
で
必
要
な

対
応
を
求
め
、
町
と
し
て
は
県

に
対
し
河
川
改
修
・
浚
渫
の
働

き
か
け
を
継
続
し
て
い
く
。

問

災
害
時
に
は
ガ
レ
キ
等
の

大
量
の
廃
棄
物
が
発
生
す
る
。

廃
棄
物
処
理
、
廃
棄
場
所
等
確

保
に
関
す
る
計
画
は
。

町
長　

災
害
廃
棄
物
の
廃
棄
場

所
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
町
「
地

域
防
災
計
画
」
及
び
「
災
害
廃

棄
物
処
理
基
本
計
画
」
で
町
内

17
カ
所
の
公
有
地
を
仮
置
き
場

候
補
地
と
し
て
選
定
し
て
い
る
。

発
生
時
に
は
、
発
生
見
込
み
量

や
必
要
面
積
を
勘
案
し
、
仮
置

き
場
を
決
定
し
て
い
く
。

集会所等整備に必要な
   　　「建設基準要項」等の整備を

し
ゅ
ん
せ
つ

＊
浚
渫

　

河
川
な
ど
の
底
面
の
土
砂
な
ど

を
取
り
去
る
。

て付し問設町委

令和３年５月１日発行　第63号 ８

組合議会の報告組合議会の報告

中
巨
摩
地
区
広
域
事
務
組
合

峡
南
広
域
行
政
組
合

山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合　

　

提
出
議
案
は
、
専
決
処
分
１
件
、
条
例
改

正
３
件
、
令
和
２
年
度
補
正
予
算
２
件
で
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
、
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

専
決
処
分
は
、
県
人
事
委
員
会
等
勧
告
に

よ
る
職
員
給
与
に
関
す
る
条
例
改
正
。

　

条
例
改
正
は
、
情
報
セ
ン
タ
ー
会
計
に
つ

い
て
「
特
別
会
計
」
を
設
置
す
る
こ
と
に
関

す
る
も
の
及
び
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
者

減
員
に
伴
い
定
数
を
改
め
る
も
の
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
２
０
０
万
７
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を

１
８
億
２
７
２
４
万
５
千
円
と
す
る
。

　

介
護
特
別
会
計
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
７
８
１
万
１
千
円
を
減
額
し
、
総

額
を
２
億
８
２
３
万
２
千
円
と
す
る
。

（
報
告　

村
松
武
人
）

　

提
出
議
案
は
、
専
決
処
分
２
件
、
令
和
２

年
度
特
別
会
計
補
正
予
算
１
件
で
、
い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り
承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

専
決
処
分
は
、
県
人
事
委
員
会
等
勧
告
に

よ
る
職
員
給
与
に
関
す
る
条
例
の
改
正
等
。

　

ご
み
処
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
は
、

７
１
７
万
円
を
追
加
し
、
総
額
を
１
６
億
２

４
２
２
万
４
千
円
と
す
る
。

（
報
告　

小
川
好
一
）

 
 

 
 

 
 

　

提
出
議
案
は
、
第
４
次
広
域
計
画
の
策
定
、
条

例
改
正
２
件
、
令
和
２
年
度
補
正
予
算
２
件
、
令

和
３
年
度
当
初
予
算
２
件
で
、
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
第
４
次

広
域
計
画
」
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
５
年
間
を
計

画
期
間
と
し
、
広
域
連
合
と
関
係
市
町
村
と
の
役

割
分
担
等
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
。

　

条
例
改
正
は
、
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
会
計
年

度
任
用
職
員
の
期
末
手
当
の
支
給
割
合
の
改
正
及

び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
定
義
の
改
正

に
関
す
る
も
の
。

　

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
３
０
８

４
万
２
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
５
億
２
１
８
０

万
８
千
円
と
す
る
。

　

令
和
２
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算
は
、
８
億
９
９
５
７
万
３
千
円
を
減
額
し
、

総
額
を
１
０
４
９
億
６
６
０
万
７
千
円
と
す
る
。

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
総
額
を

５
億
２
３
３
９
万
３
千
円
と
す
る
。
本
町
の
負
担

金
額
は
１
２
２
８
万
５
千
円
。

　

令
和
３
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
当
初

予
算
は
、
総
額
を
１
０
５
４
億
４
０
９
４
万
３
千

円
と
す
る
。

　
（
報
告　

髙
尾　

貫
）

第
２
回
臨
時
会

12
月
22
日

12
月
定
例
会

12
月
24
日

第
１
回
定
例
会　

２
月
24
日

専
決

　
　

本
来
議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
柄
に
つ
い
て
、
緊
急
を
要
す
る
た
め
議
会
を

招
集
す
る
時
間
的
余
裕
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
と
認
め
る
時
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に

基
づ
い
て
、
町
長
ま
た
は
管
理
者
が
議
会
の
議

決
の
前
に
自
ら
処
理
す
る
こ
と

承
認

　
　

専
決
処
分
を
行
っ
た
事
柄
に
つ
い
て
、
報
告

を
受
け
、
認
め
る
こ
と

可
決

　
　

提
出
議
案
を
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
成
立

さ
せ
る
議
決
の
こ
と
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〈
質
問
項
目
〉

１　

市
川
三
郷
病
院
の
今
後
の

方
針
は

２　

安
心
で
き
る
介
護
保
障
の

た
め
の
町
の
支
援
策
は

３　

災
害
指
定
区
域
に
あ
る
災

害
時
に
お
け
る
保
育
所
の
対

策
に
つ
い
て

(1)
危
険
な
場
所
に
建
設
さ
れ

て
い
る
保
育
所
の
対
応
は

(2)
保
育
所
施
設
は
災
害
に
対

応
で
き
る
建
築
物
な
の
か

(3)
洪
水
浸
水
や
土
砂
崩
落
の

要
因
は
豪
雨
に
よ
る
が
緊

急
時
の
対
応
は

(4)
保
護
者
へ
の
連
絡
と
子
供

の
引
き
渡
し
方
法
は

４　

終
息
が
見
え
な
い
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
第
３
弾
の
町
独
自

の
支
援
策
は

５　

神
明
の
花
火
の
Ｐ
Ｒ
策
と

し
て
花
火
の
絵
を
描
く
こ
と

を
提
言
す
る
が

６　

町
独
自
の
空
き
家
対
策
が

必
要
と
考
え
る
が

７　

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
史
跡
を

守
る
た
め
の
町
と
し
て
の
見

解
は

〈
質
疑
概
要
〉

問

市
川
三
郷
病
院
の
改
築
計

画
等
は
ど
の
よ
う
な
方
針
で
進

め
ら
れ
て
い
る
か
。

町
長

市
川
三
郷
病
院
の
改
築

と
診
療
体
制
の
充
実
は
、
大
変
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

早
期
実
現
に
向
け
て
、
本
町

選
出
の
峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
企

業
団
議
員
と
情
報
を
共
有
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
。

問

安
心
で
き
る
介
護
保
障

の
た
め
の
、
職
員
処
遇
改
善

を
図
る
町
の
支
援
策
は
。

町
長

町
に
介
護
の
相
談
が

あ
っ
た
時
は
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
丁
寧
な

相
談
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

介
護
職
員
の
待
遇
改
善
は
、

町
や
県
単
位
で
は
解
決
で
き
な
い

課
題
も
多
く
、
職
員
の
確
保
策
と

併
せ
て
近
隣
町
と
も
検
討
し
て
い

く
。

問

災
害
指
定
区
域
に
あ
る

保
育
所
の
災
害
時
に
お
け
る

対
策
は
。

町
長

（1）
市
川
富
士
見
保
育

所
、
市
川
南
保
育
所
の
２
施
設
。

（2）
市
川
富
士
見
保
育
所
の
構
造

は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
２
階

建
て
。
市
川
南
保
育
所
は
、
大

規
模
災
害
に
は
不
適
合
で
あ
る

と
判
定
さ
れ
て
い
る
。

（3）
国
及
び
県
の
指
導
に
基
づ
き
、

災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
、
定
期
的
な
訓
練
を
実
施
し

て
い
る
。

（4）
連
絡
方
法
は
、
一
斉
メ
ー
ル

の
配
信
、
緊
急
連
絡
網
で
の
電

話
連
絡
に
よ
る
。
災
害
時
を
想

定
し
、
保
護
者
と
の
訓
練
を
実

施
し
て
い
る
。

　

各
保
育
所
に
お
い
て
は
、
毎

月
１
回
以
上
、
園
児
と
保
育
士

に
よ
る
避
難
訓
練
も
実
施
し
て

い
る
。

問

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
第

３
弾
の
町
独
自
の
支
援
策
は
。

町
長
「
商
品
券
事
業
」
の
実

績
は
、
第
１
次
の
換
金
率
は
９

８
．
４
％
、
第
２
次
で
は
９
８
．

１
％
と
多
く
支
援
に
繋
が
っ
た

と
理
解
し
て
い
る
。

　

第
３
弾
の
支
援
策
に
つ
い
て

も
検
討
す
る
。

問

花
火
資
料
館
の
場
所
に

花
火
の
絵
を
。

町
長

令
和
２
年
度
事
業
と
し

て
、
青
洲
橋
そ
ば
の
水
道
タ
ン

ク
に
神
明
の
花
火
を
描
い
た
。

今
後
も
花
火
大
会
の
Ｐ
Ｒ
に
取

組
む
。

問

町
独
自
の
空
き
家
対
策

の
見
解
と
方
針
は
。

町
長

現
在
実
施
し
て
い
る
空

き
家
等
除
去
費
補
助
金
事
業
は
、

対
象
が
Ｄ
ラ
ン
ク
（
解
体
等
の

緊
急
度
が
極
め
て
高
い
）
と
限

定
し
て
い
る
。
今
後
町
と
し
て

の
助
成
制
度
を
検
討
す
る
。

問

史
跡
を
守
る
た
め
の
施

策
の
展
開
は
。

町
長

文
化
財
保
護
審
議
会
は

15
名
の
委
員
で
構
成
。
今
後
分

か
り
易
い
冊
子
を
作
成
し
、
町

民
の
歴
史
認
識
を
深
め
て
い
く
。

一
般
質
問

一 瀬 　正 議員

――早期に実現できるように
　　　　　　　　　　取組んでいく――

市川三郷町病院の建替えと、
　　　　　　　　診療体制の充実は
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《
質
問
項
目
》

１
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
体
制
に
つ
い
て

２
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
取
組
み
に

つ
い
て

３
、
防
災
力
の
向
上
に
つ
い
て

〈
質
疑
概
要
〉

問　

一
人
２
回
の
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
体
制
と
、
勧
奨
の
計
画
は
。

町
長　

い
き
い
き
健
康
課
が
関

係
機
関
と
連
携
し
、
国
の
工
程

に
沿
っ
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

接
種
券
・
予
診
表
と
あ
わ
せ
勧

奨
の
文
書
を
送
付
し
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
町
報
・
回
覧
も
活

用
す
る
。
国
の
シ
ス
テ
ム
（
Ｖ-

Ｓ
Ｙ
Ｓ
）
で
ワ
ク
チ
ン
供
給
及

び
接
種
者
管
理
を
一
元
化
し
、

間
違
い
を
防
ぐ
。

問　

接
種
会
場
の
予
診
時
間
の

短
縮
策
や
副
反
応
へ
の
対
応
は
。

町
長　

予
診
表
の
確
認
に
専
門

職
を
配
置
し
、
三
密
を
避
け
、

重
篤
な
副
反
応
に
も
迅
速
に
対

応
で
き
る
よ
う
峡
南
医
療
セ
ン

タ
ー
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

問　

在
宅
で
寝
た
き
り
の
人
へ

の
接
種
方
法
は
。

町
長　

訪
問
診
療
の
医
師
・
看

護
師
、
町
の
保
健
師
・
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
等
と
連
携
し
、
訪

問
接
種
も
含
め
検
討
す
る
。

問　

接
種
の
相
談
窓
口
、
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
の
設
置
は
。

町
長　

担
当
課
の
回
線
を
増
や

し
相
談
窓
口
を
増
員
す
る
。
国
・

県
の
相
談
窓
口
の
周
知
も
行
う
。

問　

会
場
へ
の
交
通
の
確
保
は
。

望
月
い
き
い
き
健
康
課
長　

バ

ス
協
会
、
タ
ク
シ
ー
協
会
と
相

談
し
、
体
制
の
整
備
を
検
討
し

て
い
る
。

問　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

（
脱
炭
素
社
会
）
の
取
組
み
内
容
は
。

町
長　

昨
年
７
月
に
＊
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
表
明
。
公

共
施
設
の
省
エ
ネ
、
家
庭
で
の

節
電
や
ご
み
削
減
・
分
別
の
徹

底
、
事
業
者
の
省
エ
ネ
、
学
校

で
の
環
境
教
育
の
推
進
に
取
組

む
。

問　

懸
垂
幕
を
掲
げ
て
啓
発
を
。

町
長　

地
球
温
暖
化
は
世
界
的

な
危
機
で
あ
り
実
現
し
た
い
。

問　

ゴ
ミ
の
減
量
化
に
向
け
、

＊
六
郷
モ
デ
ル
を
導
入
し
て
は
。

町
長　

山
梨
西
部
広
域
環
境
組

合
へ
の
搬
入
を
見
据
え
六
郷
地

区
を
モ
デ
ル
に
町
で
統
一
し
た

資
源
ご
み
回
収
方
法
を
目
指
す
。

問　

同
組
合
11
市
町
の
中
で
も

本
町
の
家
庭
ご
み
は
多
い
が
。

丹
沢
生
活
環
境
課
長　

水
切
り

の
不
徹
底
や
、
事
業
系
の
ゴ
ミ

が
非
常
に
少
な
い
結
果
を
踏
ま

え
、
手
引
き
の
配
布
な
ど
今
後

の
取
組
み
に
つ
な
げ
る
。

問　

避
難
所
開
設
時
の
＊
初
動

活
動
ボ
ッ
ク
ス
の
配
備
は
。

塩
沢
防
災
課
長　

避
難
所
５
ヵ

所
に
受
付
表
や
看
板
、危
険
テ
ー

プ
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
備
品
等

を
揃
え
て
配
備
し
て
お
り
、
昨

年
８
月
に
訓
練
を
実
施
し
た
。

問　

気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
活
用
を
。

町
長　

国
や
県
、
各
自
治
体
の

状
況
な
ど
情
報
収
集
に
努
め
る
。

一
般
質
問

齋藤　美佐 議員

ごみの減量化、ゼロカーボンへの取組みは

＊
六
郷
モ
デ
ル
（
峡
南
衛
生
組
合
）

　
　

古
紙
、
ミ
ッ
ク
ス
紙
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
容
器
・
包
装
は
指
定
さ
れ
た
資
源
ご

み
収
集
場
所
に
。
そ
れ
以
外
の
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
、
ビ
ン
類
、
金
物
類
、
セ
ト
モ
ノ
・

ガ
ラ
ス
類
は
、
可
燃
物
と
同
様
の
収
集

所
に
て
回
収
さ
れ
る
。

＊
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

　
　

２
０
５
０
年
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現

に
向
け
二
酸
化
炭
素
排
出
実
質
ゼ
ロ
宣

言
に
賛
同
す
る
自
治
体
。

＊
初
動
活
動
ボ
ッ
ク
ス

　
　

避
難
所
開
設
ま
で
の
手
順
が
一
目
で

分
か
る
ア
ク
シ
ョ
ン
カ
ー
ド
や
必
要
な

資
機
材
を
揃
え
て
あ
る
ボ
ッ
ク
ス
。

ーー「食べ切り、使い切り、水切り」の
　　　　3切り運動や、リサイクルを
　　　　　　　　　　　加速していくーー



〈
質
問
項
目
〉

１
．
代
官
所
跡
地
整
備
の
事
業

化
に
向
け
た
取
組
み
の
状
況

に
つ
い
て

２
．
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
民

間
グ
ル
ー
プ
の
活
動
情
報
等

の
発
信
に
つ
い
て

〈
質
疑
概
要
〉

問　

市
川
代
官
所
跡
地
に
建
設

さ
れ
て
い
た
中
地
区
公
民
館
（
寿

会
館
）
が
、
老
朽
化
の
た
め
昨

年
取
り
壊
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
議
会
質
疑
で
の

代
官
所
跡
地
周
辺
整
備
事
業
に

関
す
る
町
の
基
本
的
考
え
方
は
、

「
①
代
官
所
が
あ
っ
た
と
い
う
歴

史
的
背
景
を
生
か
し
た
周
辺
整

備
の
検
討
を
行
い
、
事
業
を
進

め
て
い
き
た
い
。②
重
要
案
件
で

あ
り
、
十
分
な
検
討
を
行
い
、

財
政
状
況
を
勘
案
し
つ
つ
施
設

整
備
の
時
期
等
を
決
定
し
て
い

く
」
と
し
て
い
る
。

　

現
在
の
検
討
状
況
は
。

町
長　

歴
史
的
背
景
を
生
か
し

た
周
辺
整
備
と
し
て
、
手
順
等

多
方
面
か
ら
の
十
分
な
検
討
に

よ
る
準
備
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
ず
は
、
事
業
へ
の
理
解
を
得

る
た
め
の
環
境
作
り
と
し
て
、

町
の
歴
史
へ
の
理
解
を
深
め
る

た
め
の
冊
子
作
成
等
に
よ
る
情

報
発
信
に
努
め
て
い
く
。

問　

具
体
化
に
向
け
、
ど
の
様

な
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
か
。

森
川
生
涯
学
習
課
長　

昨
年
７

月
、
歴
史
資
料
館
や
代
官
所
跡

地
施
設
に
関
す
る
事
項
等
に
つ

い
て
市
川
高
校
生
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
ま
た
、

役
場
若
手
職
員
に
よ
る
企
画
素

案
の
策
定
や
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
導

入
に
関
す
る
協
議
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。　

問　

慎
重
な
取
組
み
は
理
解
す

る
が
、
近
隣
の
方
々
の
生
活
設

計
に
も
影
響
す
る
事
柄
で
も
あ

り
、
可
能
な
範
囲
で
で
き
る
だ

け
早
く
事
業
化
へ
の
道
筋
を
明

確
化
で
き
な
い
か
。

町
長　

事
業
の
コ
ン
セ
プ
ト
の

明
確
化
や
財
源
措
置
な
ど
に
つ

い
て
、
チ
ー
ム
作
り
に
よ
り
検

証
し
て
い
き
、
時
期
等
に
つ
い

て
で
き
る
だ
け
早
く
示
せ
る
様

取
組
む
。

問　

町
の
民
間
グ
ル
ー
プ
の
イ

ベ
ン
ト
開
催
や
会
員
募
集
な
ど

に
つ
い
て
は
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示

や
町
回
覧
に
よ
る
チ
ラ
シ
配
布

な
ど
が
主
と
な
っ
て
お
り
、
周

知
に
苦
心
し
て
い
る
。

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し

て
の
方
法
を
構
築
出
来
な
い
か
。

町
長　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は

現
在
年
間
１
２
０
万
回
を
超
え

る
閲
覧
が
あ
る
。
民
間
グ
ル
ー

プ
に
関
す
る
情
報
発
信
は
、
町

民
へ
の
有
益
な
情
報
の
発
信
と

と
も
に
グ
ル
ー
プ
の
活
性
化
の

た
め
に
も
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　

今
後
も
多
く
の
閲
覧
が
あ
る

た
め
に
も
、
よ
り
分
か
り
易
い

表
示
と
な
る
様
工
夫
し
、
掲
載

す
る
団
体
の
範
囲
、
情
報
の
内

容
、
情
報
の
種
類
、
情
報
の
受

取
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

いちかわみさと議会だより13

丹  澤  　孝 議員

――アンケート調査や役場若手職員での
　　　　素案検討などを行っている――

代官所跡地周辺整備の
　　　　　　事業化への取組み状況は

一
般
質
問

令和３年５月１日発行　第63号 12

一
般
質
問

秋山　豊彦 議員

ーー令和３年度上期に改訂版を策定するーー

本町の地域防災計画の見直しは

〈
質
問
項
目
〉

１
．
本
町
の
地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
に
つ
い
て

〈
質
疑
概
要
〉

問　

計
画
見
直
し
の
タ
イ
ム
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

町
長　

令
和
２
年
６
月
よ
り
防

災
体
制
等
の
見
直
し
資
料
の
作

成
を
開
始
。
同
年
８
月
よ
り
改

訂
方
針
（
案
）
の
検
討
、
10
月

か
ら
は
計
画
（
案
）
の
作
成
を

行
っ
た
。
今
後
は
、
今
年
３
月

に
防
災
会
議
を
行
い
、＊
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、

計
画
策
定
す
る
。

問　

見
直
し
の
主
な
内
容
は
。

町
長　

平
成
30
年
３
月
、
国
の

中
央
防
災
会
議
の
報
告
を
踏
ま

え
た
山
梨
県
地
域
防
災
計
画
の

修
正
を
受
け
て
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
関
連
の
国
、
県
の
動
向
を

反
映
す
る
。

問

災
害
時
の
避
難
場
所
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

町
長　

三
珠
地
区
19
ヵ
所
、
市

川
地
区
33
ヵ
所
、
六
郷
地
区

27
ヶ
所
の
計
79
ヶ
所
を
指
定
。

状
況
に
応
じ
て
順
次
開
設
を
行

う
。
台
風
な
ど
の
予
め
予
測
が

で
き
る
風
水
害
に
つ
い
て
は
、

三
珠
地
区
２
ヶ
所
、
市
川
地
区

２
ヶ
所
、
六
郷
地
区
１
ヶ
所
の

計
５
ヶ
所
で
の
開
設
を
予
定
。

問

避
難
場
所
に
新
体
育
館
は

指
定
に
入
っ
て
い
る
か
。

塩
沢
防
災
課
長　

生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
と
し
て
、
令
和
２
年
１

月
に
避
難
所
指
定
済
み
で
あ

る
。

問

新
体
育
館
の
床
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
に
６
・
５
ミ
リ
の
床
が

張
り
付
け
て
あ
る
だ
け
だ
と
聞

い
て
い
る
が
災
害
時
に
避
難
所

と
し
て
活
用
で
き
る
の
か
。

防
災
課
長　

床
は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
Ｒ
Ｃ
・
Ｓ
Ｒ
Ｃ
を
含
む
構

造
で
あ
り
、
避
難
時
に
は
段

ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
等
を
使
い
、
活

用
し
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

問

避
難
所
で
あ
る
町
内
の
小

中
学
校
の
床
の
構
造
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

防
災
課
長　

木
の
フ
ロ
ー
リ
ン

グ
が
張
り
付
け
て
あ
り
、
木
の

床
材
で
あ
る
。
体
育
館
の
構
造

は
、
通
常
基
礎
を
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
打
ち
、
基
礎
の
上
に
支
持

脚
を
立
て
て
、
概
ね
50
セ
ン
チ

の
高
さ
に
、
大
引
と
根
太
な
ど

の
床
下
材
を
張
る
構
造
で
あ

る
。

問

町
民
体
育
館
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
に
直
貼
り
、
小
中
学
校

の
体
育
館
は
鋼
製
床
。
そ
の
違

い
は
。

森
川
生
涯
学
習
課
長　

従
来
の

構
造
か
新
た
な
構
造
か
に
よ
る

施
行
の
違
い
で
あ
り
、
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
体
育
館
の
弾
性
ス

ポ
ー
ツ
床
シ
ー
ト
は
基
準
を
ク

リ
ア
し
て
い
る
。

問　

体
育
館
に
直
貼
り
が
適
し

て
い
る
の
か
。

町
長

実
際
の
数
値
に
つ
い
て

検
証
を
す
る
こ
と
で
調
査
に

入
っ
て
い
る
。

＊
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　

意
見
公
募
手
続
制
度
。

　

公
的
な
機
関
が
規
則
等
を
制
定
す
る

と
き
に
、
広
く
公
に
（
＝
パ
ブ
リ
ッ

ク
）
意
見
・
情
報
・
改
善
案
な
ど
（
＝

コ
メ
ン
ト
）
を
求
め
る
手
続
き
。

「平成28年5月策定
　・総則編
　・一般災害編
　・地震編
　・資料編
　　　の編成
（Ａ４判　４７０ページ）」



　

討　

論

☆
令
和
３
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

　

会
計
予
算

☆
令
和
３
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

☆
令
和
３
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特

　

別
会
計
予
算

（
反
対
）　

一
瀬　

正　

議
員

　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
加
入
者

が
貧
困
化
、
高
齢
化
し
て
い
る
中
で
、

国
は
国
庫
負
担
を
抑
制
し
続
け
て
来

た
た
め
負
担
増
が
止
ま
ら
な
い
状
況

専決処分の承認　２件
　令和２年度一般会計補正予算（第１２号）（第１３号） 承認・全会一致

条例の制定　２件
町議会議員及び町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例制定 可決・全会一致

　町予防接種健康被害調査委員会条例制定 可決・全会一致

条例の改正  ９件
　町職員の分限に関する手続及び効果に関する条例中改正 可決・全会一致

　国民健康保険条例及び国民健康保険税条例中改正 可決・全会一致

　公民館設置及び管理条例中改正 可決・全会一致

　集会所等設置及び管理に関する条例中改正 可決・全会一致

　介護保険条例中改正 可決・全会一致

　指定居宅介護支援等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定め

　る条例中改正 可決・全会一致

指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る

　介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例中改正 可決・全会一致

　指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定

　める条例中改正 可決・全会一致

　指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指

　定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の

　方法に関する基準を定める条例中改正 可決・全会一致

組合規約の改正　１件
　峡南地域教育支援センター共同設置規約の改正 可決・全会一致

令和２年度補正予算　　１３件
　一般会計（第14号）(第15号) 可決・全会一致

　国民健康保険特別会計（第6号） 可決・全会一致

　介護保険特別会計（第4号） 可決・全会一致

　訪問看護ステーション西八代特別会計（第4号） 可決・全会一致

　簡易水道特別会計（第4号） 可決・全会一致

　公共下水道事業特別会計（第4号） 可決・全会一致

　農業集落排水事業特別会計（第1号） 可決・全会一致

　戸別浄化槽整備推進事業特別会計(第1号) 可決・全会一致

　温泉事業特別会計（第2号） 可決・全会一致

　歌舞伎文化公園管理特別会計（第3号） 可決・全会一致

　後期高齢者医療特別会計（第3号） 可決・全会一致

　峡南地域教育支援センター共同設置特別会計(第1号) 可決・全会一致

令和３年度当初予算　　１８件
　一般会計 可決・全会一致

  国民健康保険特別会計 可決・賛成多数

　介護保険特別会計 可決・賛成多数

　介護サービス事業特別会計 可決・全会一致

　訪問看護ステーション西八代特別会計 可決・全会一致

　簡易水道特別会計 可決・全会一致

　公共下水道事業特別会計 可決・全会一致

　農業集落排水事業特別会計 可決・全会一致

　戸別浄化槽整備推進事業特別会計 可決・全会一致

　温泉事業特別会計 可決・全会一致

　恩賜県有財産保護管理事業特別会計 可決・全会一致

　市川財産区特別会計 可決・全会一致

　高田財産区特別会計 可決・全会一致

　大同財産区特別会計 可決・全会一致

　歌舞伎文化公園管理特別会計 可決・全会一致

　後期高齢者医療特別会計 可決・賛成多数

  峡南地域教育支援センター共同設置特別会計 可決・全会一致

　上水道事業会計 可決・全会一致

請　願　　　１　件
　「75歳以上の医療費窓口負担2割化撤回を求める意見書」提出を求める請願 採択・賛成多数

その他　　　４　件
　区域外における公の施設の設置に関する協議 可決・全会一致

　人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求める 適任・全会一致

　75歳以上の医療費窓口負担2割化撤回を求める意見書の提出 可決・全会一致

  町民体育館コンクリート直貼り床の調査及び検証特別委員会の設置を求

　める動議 可決・全会一致

結　 果

結　 果

結　 果

結　 果

結　 果

結　 果

結　 果

結　 果

で
あ
る
。
さ
ら
に
改
悪
さ
れ
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
た
め
反
対
。

　

介
護
保
険
制
度
は
給
付
削
減
、
負

担
増
の
方
向
に
向
っ
て
お
り
、
低
所

得
者
、
高
齢
者
を
悩
み
苦
し
め
る
制

度
で
あ
る
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
高
齢

者
に
対
す
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
差
別

す
る
制
度
で
あ
る
。

（
賛　

成
）　

髙
尾　

貫　

議
員

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
持
続
可
能

な
社
会
保
障
制
度
の
確
立
を
図
る
た

め
、
医
療
保
険
制
度
の
安
定
化
、
世
代

間
・
世
代
内
の
負
担
の
公
平
化
、
医
療

費
の
適
正
化
が
さ
れ
、
国
民
皆
保
険
を

将
来
に
わ
た
っ
て
堅
持
す
る
た
め
に
も

必
要
で
あ
る
。

　

介
護
保
険
制
度
は
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
の
た
め
、
地
域

共
生
社
会
の
実
現
と
制
度
を
維
持
す

る
た
め
に
必
要
で
あ
る
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
よ
り
、

高
齢
者
医
療
の
安
定
的
な
確
保
が
図

ら
れ
て
い
る
。
現
行
制
度
を
堅
持
し

国
民
皆
保
険
を
将
来
に
引
き
継
い
で

い
く
た
め
に
も
必
要
な
予
算
で
あ
る
。

請　

願

●「
75
歳
以
上
の
医
療
費
窓
口
負
担
２

　

割
化
撤
回
を
求
め
る
意
見
書
」
提

　

出
を
求
め
る
請
願

　
　
　
　
（
採
択
：
賛
成
11

反
対
２
）

　

請
願
者

　
　

甲
府
市
丸
の
内
２―
９―

28

　
　
　
　
　

勤
医
協
駅
前
ビ
ル
６
階

　
　

山
梨
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　

会
長　

飯　

塚　
　

譲

人　

事

●
人
権
擁
護
委
員

　
　
　

齋
藤　

和
樹　

氏
（
黒　

沢
）

●
日
向
山
恩
賜
県
有
財
産
保
護
組
合
議
会
議
員

　
　
　

北
村　

晴
一　

氏
（
下
芦
川
）

●
西
日
向
他
三
山
恩
賜
県
有
財
産
保

　

護
組
合
議
会
議
員

　
　
　

北
村　

晴
一　

氏
（
下
芦
川
）

　
　
　

有
泉　

正
臣　

氏
（
中　

山
）

　
　
　

河
野　
　

誠　

氏
（
下
芦
川
）

　
　
　

渡
邉　

正
明　

氏
（
三　

帳
）

　
　
　

石
原　

欣
也　

氏
（
高　

萩
）

　
　
　

内
藤　

章
一　

氏
（
高　

萩
）

　
　
　

小
林　

栄
二　

氏
（　

垈　

）

いちかわみさと議会だより15

第１回定例会（３月４日～16日）審議結果

〈
質
問
項
目
〉

１
．
学
校
＊
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整

　

備
に
つ
い
て

２
．
テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
に
つ

　

い
て

３
．
政
策
発
信
に
つ
い
て

〈
質
疑
概
要
〉

問　

児
童
・
生
徒
へ
の
一
人
１

台
端
末
の
配
布
時
期
は
。

教
育
長

＊
ク
ロ
ー
ム
ブ
ッ
ク

は
３
月
中
に
納
品
。
峡
南
情
報

セ
ン
タ
ー
契
約
業
者
が
初
期
設

定
を
行
い
各
学
校
に
は
４
月
中

に
配
付
予
定
で
あ
る
。　

問　

学
習
ア
プ
リ
な
ど
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
準
備
状
況
は
。

教
育
長　

ま
ず
グ
ー
グ
ル
社
の

無
償
ツ
ー
ル
で
課
題
作
成
〜
採

点
や
学
級
管
理
に
対
応
。
有
償

教
材
は
今
後
現
場
の
声
を
聞
き

な
が
ら
精
選
す
る
。

問　

校
内
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
状
況
と
故
障
対
応
は
。

教
育
長　

大
容
量
回
線
と
＊
ク

ラ
ウ
ド
・
充
電
環
境
等
は
整
備

済
。
ク
ロ
ー
ム
ブ
ッ
ク
は
１
年

間
保
証
。
不
測
の
ト
ラ
ブ
ル
に

は
納
入
業
者
と
連
携
し
対
応
す

る
。

問　

教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
授
業

の
準
備
と
そ
の
支
援
内
容
は
。

教
育
長

グ
ー
グ
ル
社
の
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活
用
と
併
せ
、

推
進
校
を
定
め
て
先
行
研
究
を

進
め
る
。
峡
南
５
町
で
の
連
携

も
検
討
す
る
。

問　

庁
舎
間
の
会
議
シ
ス
テ
ム

の
現
況
と
利
用
状
況
は
。

町
長　

従
来
の
テ
レ
ビ
会
議
シ

ス
テ
ム
に
加
え
ウ
ェ
ブ
会
議
シ

ス
テ
ム
を
導
入
。
課
長
会
議
の

ほ
か
、
知
事
・
首
長
と
の
意
見

交
換
や
、
移
住
相
談
な
ど
に
も

活
用
し
て
い
る
。

問　

自
宅
待
機
時
の
職
員
の
会

議
参
加
や
テ
レ
ワ
ー
ク
対
応

は
。

石
原
総
務
課
長　

機
器
の
用
意

や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
課
題
も
あ

り
未
実
施
だ
が
検
討
し
て
い

く
。

問　

審
議
会
等
へ
の
ウ
ェ
ブ
会

議
導
入
は
参
加
の
し
や
す
さ
に

繋
が
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長

条
例
上
の
出
席
の
解
釈

も
含
め
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

問　

住
民
の
声
を
施
策
に
反
映

す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

状
況
は
。

町
長　

今
年
度
４
件
の
パ
ブ
コ

メ
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
２
通

で
あ
る
。

一
瀬
政
策
秘
書
課
長　

広
報
の

工
夫
・
改
善
を
検
討
し
て
い
く
。

問　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
町
長

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
周
知
に
回
覧
板

の
活
用
を
。

政
策
秘
書
課
長　

ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
版
の
回
覧
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

問　

回
覧
板
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
閲
覧
可
能
に
。

町
長

回
覧
物
を
い
つ
で
も
見

る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
、

冊
子
等
の
扱
い
や
掲
載
期
間
・

方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

一
般
質
問

笠井　辰生 議員

ーー各校の情報担当主任を中心に
　　　　　　　　研究と研修を進めるーー

ＩＣＴ活用授業に向け
　　　　　　　教職員へのサポートは
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＊
ク
ロ
ー
ム
ブ
ッ
ク

　
　

グ
ー
グ
ル
社
の
ク
ロ
ー
ム
Ｏ
Ｓ

を
搭
載
し
た
パ
ソ
コ
ン
及
び
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
総
称
。
同
社
製
の
ア
ン

ド
ロ
イ
ド
Ｏ
Ｓ（
ス
マ
ホ
用
）
と
ア

プ
リ
の
互
換
性
が
あ
る
。

＊
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
ア
イ
シ
ー
テ
ィ
）

　

情
報
通
信
技
術
。

＊
ク
ラ
ウ
ド

　
　

各
端
末
が
デ
ー
タ
を
抱
え
込
ま

ず
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
に
保
管
し

管
理
す
る
し
く
み
。



　

聖
火
リ
レ
ー
が
い
ま
国
内
を

縦
断
し
て
い
ま
す
。
本
町
に
は

６
月
26
日（
土
）の
お
昼
に
役
場
・

青
洲
高
校
前
の
約
１
㎞
を
15
分

間
程
の
通
過
予
定
で
す
。
テ
レ

ビ
や
新
聞
で
は
、
に
こ
や
か
に

走
る
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
が
報
じ
ら

れ
て
い
ま
す
が
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
へ
の

投
稿
映
像
を
み
る
と
、
五
輪
ス

ポ
ン
サ
ー
の
パ
レ
ー
ド
車
両
が

何
台
も
大
音
量
で
先
導
し
て
い

る
よ
う
で
す
。
主
役
を
引
き
立

て
て
こ
そ
の
演
出
で
あ
っ
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
も
始
ま
り
ま
す
。
先
行
す
る

国
々
の
デ
ー
タ
か
ら
は
効
果
が

明
ら
か
で
す
の
で
、
混
乱
な
く

順
番
に
接
種
が
進
み
、
感
染
の

沈
静
化
に
繋
が
る
よ
う
願
っ
て

お
り
ま
す
。　
（
記　

笠
井　
　

）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長　

小　

川　

好　

一

副
委
員
長　

丹　

澤　
　
　

孝

委　
　

員　

秋　

山　

豊　

彦

　
　
　
　
　
　

笠　

井　

辰　

生

　
　
　
　
　
　

齋　

藤　

美　

佐

　
　
　
　
　
　

川　

崎　

充　

朗
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御幸祭

　約８００年前から続く別名「神輿の川渡り」と呼ばれる勇壮な祭典。
　表門神社（三珠）から御崎神社（市川大門）までを神輿が練り歩き、
神輿を担いだまま芦川を渡る。山梨３大奇祭のの一つ。
　神輿が川を渡るのは、寛永 20（1643）年甲斐に流され、一時薬王
寺に住んでいた後陽成天皇の第八子の八之宮良純親王が、橋の上で
神輿の渡御をご覧になっていたため、遠慮して川に入ったのが始め
とされる。

昔の御幸祭風景（撮影年不明）
木製の芦川橋の上で鈴なりの人々が見物
昔の御幸祭風景（撮影年不明）
木製の芦川橋の上で鈴なりの人々が見物次回定例会は令和３年６月に予定され

ています。

◆３月定例会の傍聴実績（のべ人数）

　　本会議 ４７人　　委員会　４人

◆会議録検索システム利用件数

　令和３年１月から令和３年３月まで 

　　　　　　　　　　１９,３０８件

※町のホームページから議会本会議の
　会議録の閲覧ができます。検索機能
もあり便利です。ぜひご利用ください。

◆お問い合わせ
議会事務局 TEL 055-272-1108

毎年４月の
第一日曜日
開催　　　

（昨年・今年
　　　は中止）

　皆さんが昔を想い出し、生き
生きとした時が過ごせるよう、
毎回内容を工夫しています。賢
く長生きするような高齢者寺子
屋や、年間の時節に応じた行事
も行います。昨年はコロナ禍で
全て中止でしたが、お便りを郵
送してリモートサロンを実施し
てきました。
　日　時　第 3金曜日
　　　　　10:00～11:30
　会　場　NPO法人
　　「みんなの広場　市川三郷」
　参加費　100 円
　代表者　青沼茂樹

オ
ア
シ
ス
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